
 

 － 90 －

総合建設業 

 
事例23 

 
 

品質と安全で差別化戦略、 

危険を予知し、過去の事例に学ぶ 
 
 

地場の優良建設会社で品質とともに労働安全衛生に力を入れ、差別化に成功しているのが丹下

建設工業である。技能を持った職長を育てることで、安全や進捗管理がスムーズになり、企業

リスクも低減する効果が生まれた。 

 

丹下建設工業株式会社・愛媛県 
 

 
 

現場で働く作業員の災害ゼロを目指す 
 

 丹下建設工業株式会社の安全衛生教育の最大のイベントは安全衛生大会である。同大会

は２月と６月の年２回開催される。全社員が参加し、協力会社も参加する。平成24年度の

同社の安全衛生方針はヒヤリハットの低減だが、全員からどのようなヒヤリハットの経験

があったかを聞き出し、ヒヤリハットをなくす方法を話し合う。協力会社からの参加者も

自社の安全衛生の取り組みの発表を行い、労働安全衛生コンサルタントを講師として招き、

講話を受ける。また、毎月第１月曜日には安全衛生委員会が、毎月25日には安全親和会が

開かれる。全員を対象に安全親和会を開くのは、現場に出るため事故のリスクが高い作業

員に対し、安全衛生に関して徹底的な指導を行うためである。 

 このように、作業の安全に関しては万全を期しているが、安全衛生のマンネリ化を防ぐ

ために、外部講師に交通安全を含めて講話を依頼している。労働安全衛生については、ゼ

ネコンから講師を依頼し、また、同社では建設機械やトラックなどの車両も多いので、警

察に交通安全の講師の出講を依頼したりしている。 

 同社は安全衛生に関しては外部教育機関を利用していないが、労働安全衛生マネジメン

トシステム導入の際に指導を受けた労働安全衛生コンサルタントから安全衛生面に関して

は指導を仰いでいる。 
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事業特性から覚えるべきことが多い職長 
 

 同社に作業員として入社した人は、10年ほどで職長となる。まずは職長の教育を受けて

もらい、安全の管理を修得し、次に建築や土木の施工管理技士などの国家資格を取得して

もらって、工事責任者となってもらうようにしている。職長は教育を受ければ誰でもなる

ことができるが、それだけでは現場で指揮をとることはできない。よき職長となるには経

験が必要である。工事の監督だけでなく、材料の手配、打合せ、元方との調整などがある

からである。職長の資格を持つことと、実際に指揮できることとは別である。 

 同社の営業内容は、土木や建築、とび・土工・コンクリート工事など幅広い。このため、

掘削や土留め、盛り土、コンクリート打ち、足場など、工事についてのさまざまな知識が

求められる。職別の専門工事会社と異なり、職長が覚えなければならない職務が多いこと

は同社の事業の特性からくるものである。 

 

 

アルコール検知器で毎朝、送り出しの前に 

点検を行う。 

現場は日々変化し、同じ現場は一つとしてないこと

を教えている。 

毎朝、円陣を組み、気合いを入れて無事故を誓う。 労働安全衛生マネ

ジメントシステムの

文書類 
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毎朝、危険予知と対策のイメージトレーニングを実施 
 

 同社は労働安全衛生マネジメントシステムを導入しており、危険予知のためにヒヤリハ

ット運動を行っているが、過去の事故に学ぶことも災害を防ぐ重要な手段と考えている。

同システムの過去のデータを基に、どのようにして類似の事故を防ぐかということに重点

を置いている。過去の事例を学ぶことで安全の意識を高めるのである。接触などの軽い交

通事故が起きた場合でも、警察の調書作成で終わらせることなく、本人に事故の場面を説

明させ、類似の事故が起きないよう安全意識を喚起するようにしている。 

 効果をあげているのは、毎朝の送り出し教育である。これは工事現場に向かう前に、各

人が当日赴く現場での作業内容や、建設機械類に乗るなどの場合は免許の携帯の有無など

を記入する。また、前日に経験したヒヤリハットを記入し、それをどのように防ぐかにつ

いても記入する。こうして安全行動をあらかじめイメージすることができるようになる。 

 さらに、現場に赴く前に、各工事の代表者を指名して、当日の主だった作業の内容を報

告させ、作業に伴う危険性について述べさせる。その際は、「足下確認」などのような抽

象的な内容では通らない。安全靴を履き、滑らないように第一歩を踏み出す、など、具体

的な内容での報告でなければ、合格しない。 

 
 

スーパー職長は宝物、若手の育成に腐心 
 

 同社が目指す職長の姿は、公の機関から認められるような優秀な職長となるよう、育成

することである。そのために、さまざまな経験を積むように各工事に送り込むようにして

いる。同社には50人弱の作業員がいるが、このうち７、８人は発注者や元方からこの人な

ら仕事をまわすといわれるようなエース級のスーパー職長である。これは本人にとって誉

れだが、会社にとっても宝物である。その人がいるおかげで、5,000万円、6,000万円の仕

事が受注できるからである。 

 同社は60歳定年だが、やる気があれば65歳まで職長として活躍できるし、欠かせない存

在である。50歳台後半から60歳台の職長や作業員がいなければ工事はきれいに仕上がらな

い。工事最終局面の駄目工事などではこうした年代の作業が欠かせないからである。 

 60歳台はまだ元気で、高い能力を持っている。悩みは55歳以上になると工事現場に入り

にくくなることである。高所作業などがある現場などでは社内規則などで入場を制限して

いるところがある。しかし、大手建設会社の作業所長が若年化するなか、経験が豊富な職

長が現場に立てないことで、若い作業員が危険にさらされるおそれもある。 

 このように職長は重要な監督職であるが、このところ、若い人は職長になりたがらない

という悩みもある。工事の責任をとらなければならない、などの立場にあるためである。

同社では若手を優秀な職長のもとにつけて育成を図っている。 
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安全衛生大会で話し合われるヒヤリハットの例 

 

 

毎日送り出し教育の様式 

 


